
☆ みらいの松川町の農業 3 つの柱のうち１つを選択（ A 環境に配慮した農業の推進 ） R5.7.31 
B  活力ある持続可能な農業の推進                C 活力ある持続可能な農業の推進

D  活力ある持続可能な農業の推進                E 活力ある持続可能な農業の推進（地産地消の拡大と食育の推進）

SWOT（Strange 強み・Weakness 弱み・Opportunity 機会・Threat 脅威） クロス SWOT 
S（松川町の強み） 

果物狩り・都市交流・鳥獣害対策・

果樹 100 年以上の歴史・シードル

特区・有機給食の取組・実質化さ

れた人農地プラン・農地所有適格

法人 9社・果樹研修生の受け入れ・

土壌・直売所（JA・組合・個人等）・

ブランド力・集団栽培・団地化・

若い後継者が多い・インターに近

い・大消費地に近い・新しいチャ

レンジ精神・自然の形に合わせた

開拓・段丘（高低）に合わせた農

業・最先端技術・研究の土壌（地

域課題）・やる気がある農業者グ

ループが多い・若手農業者が多

い・農業者独自の組織が多くあ

る・山に囲まれた地形（伊那谷）

景観・IC がある・学校すべて自校

給食（保育園も）・保育園の野菜栽

培・保育園サクランボ狩り・果樹

有機質利用の土づくり・残留試験

による安全果実（伝わり方不足あ

るが）・IC がある・リニア駅が近

い 

W（松川町の弱み） 

遊休農地の増加・就農人口の減・

傾斜地・混住の増・松川オンリー

１から他地域の進出・ふるさと納

税返礼品・売り方の工夫弱・個々

の対応より、全体での取組み・発

信力が弱い・町の総合的な魅力の

発信・ふじ祭りがなぜ取り止めに

なったのか・段丘故の面積制限

（小面積）・果樹園の継承者が難

しい・果樹園周辺で野菜が作りに

くい・野菜農家が少ない・後継者

の意見がとおりにくい（新しい技

術が取り入れにくい）・鳥獣害被

害の増加・観光資源が少ない・個

人農園が多い（個々で頑張ってい

る）・町民が取組を知らない・広報

が下手・保育園での給食の取組が

やや弱い（供給体制）有機食材の

うまみが理解しにくい・栽培者と

利用者のコミュニケーションが

まだまだ弱い（相方向連帯）・果樹

無農薬、減農薬が難しい・ホタル

が少ない 
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A「リニア開通」という機会と、

松川町の「標高・日照長く・寒暖差多き（くだも生産

最適地）」という強みを最大限に活かすため、

「さらなるブランド化と発信力向上」をする

B「交流人口の増（リニア・三遠南信 」という機会

と、松川町の「果樹産地」という強みを、最大限に活

かすため、「松川町のわくを超えた広域的な情報発信」

をする

C「みどり戦略」という機会と、松川町の「有機給食

の取り組み」という強みを最大限に活かすため、

「おいしい給食の町宣言」をする

D「リニア開通」という機会と、松川町の「果物狩り

が盛ん」という強みを最大限に活かすため、「他地域と

の差別化をはかる取組（町をあげて減農薬に取組む、

町独自の認証制度をつくるなど）」をする

E「有機給食への高い関心」という機会と、松川町の

「有機給食を実践」という強みを最大限に活かすた

め、「栽培者の数を増やす（特におじいちゃんおばあち

ゃん」をする



クロス SWOT
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Ａ「異常気象」という脅威でも、松川町の「くだもの

作りの天恵の地」という強みで、チャンスにするため

に、「有機農業（リサイクル）」をする

Ｂ「肥料高騰」という脅威でも、松川町の「地域循環

型・堆肥作り」という強みで、チャンスにするために、

「異農種交流・連携」をする

Ｃ「労働不足」という脅威でも、松川町の「若手農業

者が多い」という強みでチャンスにするために、

「町独自の研修事業を行わない集落営農を活性化」を

する

Ｄ「異常気象」という脅威でも、松川町の「おいしい

果物」という強みで、チャンスにするために、

「他との差別化（品種改良、減農薬の取組」をする

Ｅ「人手不足」という脅威でも、松川町の「果樹の町」

という強みで、チャンスにするために、

「収穫までを工程とする体験を企画」をする



SWOT（Strange 強み・Weakness 弱み・Opportunity 機会・Threat 脅威） クロス SWOT 
O（世の中「市場・業界」の機会）

I ターン就農・リニア開通・果樹

の輸出・新わい化・オーガニック・

健康志向・国産の安全な食べ物が

求められる・観光の多様化・イン

バウンド・三遠南信道路・世界の

人口増・交流人口の増加・情報発

信・食糧不足（世界的）・日本なし

産地再生プロジェクト・みどり戦

略・農地の下限面積の撤廃・スマ

ート農業・IT 化の流れ・福与でリ

ニア残土を使った基盤整備 

T（世の中「市場・業界」の脅威）

コロナ・紛争・農産物が安い・外

からの資本・他産業者の農業への

参入・全国的な災害・異常気象・

樹の病気・農業は重労働・労働力

不足・市場経済・運賃や資材の値

上がり・国が進める大規模農業・

遊休農地→森林・日本人口減少・

観光の多様化・食糧不足・肥料高

騰・果樹への無農薬の期待・認証

制度の認知不足・JAS だから高値

にならない
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Ａせっかくの「有機農業・健康志向」という機会を、

松川町の「生産性が低い」という弱みで、取り逃がさ

ないために、「高単価で販売できる品物の生産」をする

Ｂせっかくの「リニア開通」という機会を、松川町の

「人口減少・農業の衰退」のという弱みで、取り逃が

さないために、「農商連携・魅力ある農業の推進」をす

る

Ｃせっかくの「観光の多様化」という機会を、

松川町の「遊休農地の増加」という弱みで、取り逃が

さないために、「基盤整備より優良農地を確保」をする

Ｄせっかくの「リニア開通」という機会を、松川町の

「観光資源が少ない」という弱みで取り逃がさないた

めに、「個々の農家で頑張っているという町民の意識

の統一をはかることで町の魅力をのばす」をする

Ｅせっかくの「松川町の果樹は名が通っている」とい

う機会を、松川町の「担い手不足」という弱みでとり

逃がさないために、「松川町工業団地の人等が必要な

特に手伝い」をする



クロス SWOT
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Ａ「労働力不足・高齢化」という脅威と松川町の「優

良な遊休農地の増加 」の弱みで、最悪の状況を招か

ないために「外力を有効に活用・ＡＩの利用・省力化・

新技術・新品種」をする

Ｂ「食糧不足」という脅威と松川町の「遊休農地の増

加」の弱みで、最悪の状況を招かないために

「最先端技術の開発・人材育成・多種多様な農産物の

生産」をする

Ｃ「             」という脅威と

松川町の「              」の弱みで、

最悪の状況を招かないために

「                   」をする

D「IT 化・情報化」という脅威と、松川町の「広報へ

た」の弱みで、最悪の状況を招かないために

「松川町の良いところを発信・宣伝（チャンネルユー・

広報誌・学級新聞・CM 大賞」をする

E「認証制度の認知不足」という脅威と、松川町の「栽

培者と利用者のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ不足」の弱みで、最悪の状況

を招かないために「保育園の時から地道な食育」をす

る


